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第6回 旭川駅周辺かわまちづくり計画
推進WG

説明資料

令和７年６月１２日
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（１）昨年度WGについて
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昨年度推進WGの実施概要

【開催日及び開催場所】令和6年11月21日（木）18:00～20:00 旭川合同庁舎 東館１階 入札執行室
【議事】施設設計・各事業の報告・今後のスケジュール等について

【開催日及び開催場所】令和6年6月5日（水）18:00～19:30 旭川市役所 総合庁舎7階 大会議室B
【議事】昨年度検討会・昨年度成果・計画に関連する事業・今年度の活動・今後のスケジュールについて

第1回推進WG

第2回推進WG

第3回推進WG

第4回推進WG

【開催日及び開催場所】令和7年3月4日（火）18:00～20:30 旭川合同庁舎 東館１階 入札執行室
【議事】施設設計・各事業の報告・次年度の取り組み・今後のスケジュール等について

第5回推進WG

【開催日及び開催場所】令和6年9月3日（火）18:00～20:00 旭川市役所 総合庁舎7階 大会議室B
【議事】各事業の報告・令和6年度重点活動方針の状況・施設設計・今後のスケジュール等について

【開催日及び開催場所】令和7年1月21日（火）18:00～20:00 旭川合同庁舎 東館１階 入札執行室
【議事】施設設計・各事業の報告・次年度の取り組み・今後のスケジュール等について
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（２）昨年度の成果と課題
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昨年度の成果と課題

①親水広場（ツインハープ橋上流）、側帯、路面標示の設計の合意
②サイクリングマップの公開
③水辺利用ルールの公開 https://www.city.asahikawa.hokkaido.jp/kurashi/329/336/d081304.html

令和6年度の成果

【課題への対応】
◆より専門的な視点から検討を行うための体制づくり

⇒分科会の設置（親水広場の設計の合意形成、運用面に関する議論の推進を図る）
◆運用面に関する活動方針の強化

⇒重点的活動方針の設定、推進工程の見直し

・親水広場（神楽岡公園、旭川駅南口）の設計について、WGでは産卵場所の保全、
河道整正の必要性等に関する意見があり、合意には至らなかった。

・WGにおける議論の大部分がハード整備に関する内容になっており、維持管理や利
活用といった運用面に関する議論が十分に行われなかった。

昨年度WGにおける課題
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（３）今年度の活動予定
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ハード整備について（国：親水施設等）

これまでの「旭川駅周辺かわまちづくり計画推進WG」において、忠別川・牛朱別川で親水広場等の利活用
や整備面の課題に対する方策等が議論されてきており、以下に「かわまちづくりにおける施設整備の方針等」
について整理する。（※かわまちづくり計画の事業実施期間は「令和6年度～令和10年度までの5年間」。）

① 親水施設等の整備箇所（4箇所）

② 各箇所の主な利活用方策と整備方策

（１）旭川駅南口

（２）神楽岡公園

（３）ツインハープ橋上流

（４）牛朱別川左岸

JR旭川駅

← 石狩川

JR新旭川駅

JR旭川駅

神楽岡公園

忠別川取水堰

ツインハープ橋

緑東大橋大正橋

氷点橋クリスタル橋

忠別橋

新神楽橋

旧神楽橋

← 忠別川

境橋

旭橋

新橋

中央橋

整備時期
（予定）

整備方策利活用方策整備箇所

令和９～１０年度親水広場の整備
（水辺の空間創出）

ラフティングやカヌーによる川下りなど旭川駅南口
（忠別川右岸側）

令和8～９年度親水広場の整備
（水辺の空間創出）

ラフティングやカヌーによる川下りなど神楽岡公園
（忠別川左岸側）

令和7年度親水広場・取付道路の整備
（水辺の空間創出・水辺へのアクセス性向上）

ラフティングやカヌーによる川下りなどツインハープ橋上流
（忠別川右岸側）

令和7年度側帯の整備
（駐輪・休憩スペースの確保）

サイクリング・フットパスコースの設定やサ
イクリング・ランニング大会の実施など

牛朱別川左岸
（牛朱別川左岸側）

「かわまちづくりにおける親水施設等の整備箇所」は下記の通り4箇所となる。
（１）旭川駅南口 （２）神楽岡公園
（３）ツインハープ橋上流 （４）牛朱別川左岸 ※（1）～（3）は忠別川。
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① ツインハープ橋上流整備箇所
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①-1 整備箇所の概要（親水広場・取付道路部拡幅）

◆親水広場（緩傾斜法面）整備内容

ツインハープ橋上流箇所における親水広場（緩傾斜法面）は縦断的整備とし、以下に示す平面図・縦断図・
標準断面図をもとに整備する。また、親水広場の整備に伴い工事影響範囲内の既設護岸は一度撤去し、親水広
場の整備と併せて復旧する（※護岸未施工区間を含む）。

※ 第５回ＷＧからの変更点

●上流側既設護岸の復旧形状について、一部高水敷に切り込

む形状としていたが、復旧時の施工性も考慮し、既設護

岸線形を踏襲した形状に見直し

→形状見直しに伴う親水広場および通路区間の位置等への

変更は生じない

取付道路工拡幅 W=4.00m

L=72.00m
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①-2 整備に伴う樹木伐採範囲

◆右岸側の親水広場整備と護岸整備に伴う樹木伐採範囲について

ツインハープ橋上流箇所で整備する右岸側の親水広場（緩傾斜路）および護岸撤去・再設置に伴う既存樹木
の伐採範囲（面積）は、図示のとおり 「∑A= 1,555m2」となる。

※ 第４回ＷＧを踏まえた現存樹木の伐採方針

●極力、樹木は伐採しないことを念頭に、伐採する場合は最小限の範囲とする

→ 親水広場整備範囲と護岸撤去・再設置範囲のみ伐採

※第5回WGからの変更点

●護岸形状の見直しに伴う精査の結果、伐採面積が変更

→「ΣA＝1,756m2」 →「ΣA＝1,555m2」

※右岸側伐採面積
・A1= 778m2

・A2= 777m2

【∑A= 1,555m2】

※新設護岸部伐採面積
【A1= 778m2】

※親水広場部伐採面積
【A2= 777m2】

現地見出し杭 設置ポイント

P1

P2

P4

P3
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①-3 整備イメージ

・取付道路拡幅

・駐車場範囲拡幅

・親水広場整備

・護岸整備（撤去・復旧（新設含む））
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② 神楽岡公園整備箇所
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②-1 整備箇所の概要（左岸親水広場/右岸河道整正）

緩傾斜整正

河道整正（平水位程度）



13
②-2 整備に伴う樹木伐採範囲

◆左岸側の親水広場整備と右岸側の河道整正に伴う樹木伐採範囲について

神楽岡公園箇所で整備する左岸側の親水広場（緩傾斜整正）および右岸側の河道整正に伴う既存樹木の伐採
範囲（面積）は図示のとおり、左岸側が「A= 2,443m2」となり、右岸側が「∑A= 1,610m2」となる。

【神楽岡公園（駐車場）】

※左岸側 間引き伐採面積
【A= 2,443m2】

※右岸側伐採面積
【A= 414＋95＋1101 = 1,610m2】

※右岸側の河道整正後に流況を確認
した上で、必要に応じ左岸側の流
速低減を図るため、下流側の既存
水制工間の掘削も考えている

既存
水制工

既存
水制工

現地見出し杭 設置ポイント

P5

P8

P7

P6

P9 P10
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②-3 整備イメージ

【左岸親水広場】

緩傾斜整正（法面部）

・整正＋植生＋間引き伐採

【左岸親水広場】

緩傾斜整正（平場部）

・整正（整正範囲10m程度）＋整正範囲伐採

【右岸河道整正】

・河道整正（平水位程度）＋整正範囲伐採
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③ JR旭川駅南口整備箇所
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③-1 整備箇所の概要（右岸親水広場/左岸河道整正）

鏡池

【整備方針】

旭川駅南口箇所における施設整備方針を、以下に示す。

 SP0(下流端)～SP180区間を目安に、伐木・除根を行う（必要により整地）
 SP180 ～ SP500区間を目安に、河道整正を行う
 SP500 ～ SP620区間を目安に、伐木・除根を行う（必要により整地）

JR旭川駅

河道整正
（伐木・除根含む）

伐木・除根
（必要により整地）

伐木・除根
（必要により整地）

【河道整正等の基本方針】
河道整正等の河道内で行う工事については、
サケの産卵時期に差し掛かる８月までに完了させる

【代表断面図】

※ 第５回ＷＧからの変更点（提案事項）

●緩傾斜法面の法先に現地発生材の玉石で寄せ石

を行う等、現地施工時に水際に起伏や変化を

つける工夫を行い、水際の多様性創出を図る。
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③-2 整備に伴う樹木伐採範囲

◆右岸側の河道整正に伴う樹木伐採範囲について

旭川駅南口箇所で整備する右岸側の河道整正に伴う既存樹木の伐採範囲（面積）については、図示のとおり
「∑A= 8,955m2」となる。

【JR旭川駅】

※右岸側伐採面積
【A= 1,120＋4,115＋610＋3,110 = 8,955m2】

現地見出し杭 設置ポイント P11 P12
P13
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③-3 整備イメージ

【右岸親水広場】

親水広場（緩傾斜法面）

・盛土＋シート系緑化（ジオテキスイタイル）＋伐採

【右岸親水広場】

・河道整正（平水位程度）＋伐木・除根

・上下流は伐木・除根（必要に応じ整地）のみ

【左岸河道整正】

・河道整正（盛土）＋伐木・除根
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④牛朱別川左岸整備箇所
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④-1 整備箇所の概要（牛朱別川左岸側帯）

【整備方針】

牛朱別川左岸築堤における施設整備方針を、以下に示す。

 側帯延長は、既存施設等に影響を与えず摺付区間を含む設
置可能な最大長「４１ｍ」

 側帯幅は、第３種側帯の最小幅「5.0ｍ」

（天端は張芝敷設、舗装・路盤なし）
 法勾配は、現況築堤に合わせ「1:2.0」
 現況堤内排水は、側帯工設置（腹付盛土）に伴い「堤内側

へ切替」※排水縦断計画は現況敷高程度に設定

※切替
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④-2 整備イメージ

【雪堆積場】
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ハード整備について（市：路面標示）
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ハード整備について（市：路面標示）
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ハード整備について（市：路面標示）
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ソフト事業について
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令和7年度における重点的な活動方針

対応概要項目

・関連施設にサイクリングマップを掲示する
・見どころのテーマを変えたマップを作成する
・サイクリングコース上にサイクルラックや空気入れ

等を試行的に設置する
・アンケートフォームによるサイクルステーションの

ニーズや効果の検証を行う

◆サイクリングマップの公開と活用

◆サイクルステーションの検討

サイクリング

・親水広場等を活用したイベント等の検討を行う
・親水広場整備後の事業遂行に向けた、持続的な維持

管理・運営手法の検討を行う
・冬期間の駅南を活用した取組の検討を行う

◆イベント・アウトドアの企画と実施
◆親水広場等の維持管理・運営手法の検討

◆冬のアクティビティ利用の検討

アクティビティ

・旭川市立大学と連携し、学生の参画を目指す
・水辺空間を教育の場として活用してもらうため、教

育機関への効果的な情報提供について検討する
・まちなかキャンパス等における、学生による水辺事

業の紹介について検討する

◆教育機関との連携

◆水辺事業の紹介

環境教育

・水辺のイベント等情報をSNSで積極的に発信する
・デジタルサイネージを活用した事業の周知を行う

◆「かわ」に関する積極的な情報発信ICT等を活用
した情報提供

・水辺で行うアクティビティ等の運用ルールの策定に
ついて検討する

◆水辺施設における運用ルールの検討水辺利用の
ルール

・神楽岡公園・旭川駅南口の親水広場設計について協
議を継続し、基本方針の合意を目指す

・橋梁表示の表示方法や位置等について協議し、基本
方針の合意を図る

・案内標識の機能やデザインについて検討する

◆親水広場の設計

◆橋梁表示の設計

◆案内標識の検討

施設設計

・学校等との連携による若い世代の巻き込みを図る
・各種イベントにおいてかわまち情報を掲示する
・各組織のアカウントで他組織の事業を紹介する

◆新たな担い手の確保・育成
◆横の繋がりを意識した活動

その他
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（４）推進工程の見直し
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推進工程の見直し

〇追加項目

・「親水広場等の維持管理・運用ルールの検討」
「２ 忠別川・牛朱別川の水辺空間での新たなイベント・アウトドアの企画

３ 冬のアクティビティプランの設定」
「（４）親水広場の活用」のPhase2に追加。

・「旭川市立大学との連携」
「４ 水辺空間を活用した環境教育の推進」
「（３）川に関する人材の登録・育成」のPhase2に追加。

・「鏡池における清掃活動の実施」
「２ 忠別川・牛朱別川の水辺空間での新たなイベント・アウトドアの企画

３ 冬のアクティビティプランの設定」
「（２）既存施設の活用」のPhase2に追加。

〇修正項目

「４ 水辺空間を活用した環境教育の推進」
「（２）積極的な周知活動の実施」のPhase2「①かわまちづくりに関するパネル展示等

の実施」について、昨年度「川からのまちづくり展」にて実施されたので、その旨修正。
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（５）分科会の設置



30 分科会の設置について

より専門的な視点から検討を行うため、WGの下部組織として分科会を設置

かわまちづくり計画推進WG

全体的な活動方針を検討

検討項目の設定 検討結果の報告

かわまちづくり計画推進WG分科会

特定のテーマごとに設置し、専門的な活動方針を検討 ★：WG委員

サイクリング
チーム

アクティビティ
チーム

環境教育
チーム

施設設計
チーム

水辺を周遊するサイクリングの
推進に関する検討

水辺空間でのイベント・アウト
ドアの推進に関する検討

水辺空間を活用した環境教育の
推進に関する検討

親水広場の設計に関する検討

★ミズベリング旭川
★Field of Dreams
★北海道カヌー協会
★大雪カムイミンタラＤＭＯ
・日本釣振興会北海道地区支部
・旭川市立大学
・旭川商工会議所
・旭川青年会議所
・グリーンテックス

★大雪と石狩の自然を守る会
★旭川市立高台小学校
★旭川市公園緑地協会
★旭川市科学館
・旭川市立大学
・旭川市土木部公園みどり課
・旭川市学校教育部教育指導課

★ミズベリング旭川
★Field of Dreams
★北海道カヌー協会
★大雪と石狩の自然を守る会
★旭川市科学館

★サイクリング協会
★観光コンベンション協会
・旭川市土木部土木総務課

サポート サポート サポート サポート

事務局

●旭川市 地域振興部 地域振興課 ●北海道開発局 旭川開発建設部・旭川河川事務所
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（６）今後のスケジュール
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今年度のスケジュール（案）

「旭川駅周辺かわまちづくり計画」推進WG
月

施設整備利活用

4月

5月

現地確認（ツインハープ橋上流・神楽岡公園整備予定箇
所）

6月

第６回推進WG（当該年度の活動内容共有（ハード整備も含む）、意見交換）

7月

第1回分科会（案件に応じて開催：施設設計チームは回数増の可能性あり）8月

9月

現地確認（サイクリング路面表示箇所：施工の見直し有
あり）

10月

第７回推進WG（当該年度の活動内容共有（ハード整備も含む）、意見交換）

11月

第2回分科会（案件に応じて開催：施設設計チームは回数増の可能性あり）12月

1月

第８回推進WG（当該年度の活動実施内容共有、次年度の活動内容共有、推進方針の点検等）2月

3月


